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あらまし：現在，児童生徒が ICT を活用しながら自ら学習を調整しながら学んでいく個別最適な学びの
実現が求められている．その際，ICTの活用により eポートフォリオを蓄積・分析・活用することも必要
とされる．ここで，生成 AIを活用し，eポートフォリオから児童生徒一人一人の学びの文脈を抽出して，
それを元にした学習支援を提供できれば個別最適な学びにおいて適応的に学習支援を行う学びの「eパー
トナー」を実現できるのではないかと考えた．そこで，本論文では，個別最適な学びにおける学習者の学

びの文脈に基づく生成 AIを用いた学びの「eパートナー」による学習支援モデル記述法について述べた． 
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1. はじめに 
現在，急激に変化する時代のなかで，一人一人の

児童生徒が持続可能な社会の創り手となることがで

きるよう，資質・能力を育成することが求められて

いる．この中，児童生徒の主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善，GIGA スクール構想に
伴う ICTや先端技術の効果的な活用，そして「個別
最適化された学び」の実現が強く求められている(1)．

特に，学習履歴（スタディ・ログ）だけでなく，学

習過程において児童生徒が実際に作成，記録する学

習成果物や学びの振り返りの記述などの学習記録を

あわせた学びのポートフォリオとしての学習記録デ

ータ（eポートフォリオ）を活用することで，個々の
状況に応じたきめ細かい指導や学習評価の充実や，

学習の改善を図ることができると期待される． 
一方で，生成 AI の教育活動における活用が注目
されている．近年では，テキストに留まらず動画像

を扱えるマルチモーダルな生成 AIも発達しており，
学びの振り返りの支援において，学びの振り返りの

記述から生成 AI が学びの文脈を読み込み，学習者
が振り返った内容に即して適応的に振り返りを支援

するという活用がなされてきている(2)．そこで，学習

記録データから児童生徒それぞれの学びの文脈を抽

出し，それを元に学習支援を提供できれば，個別最

適な学びにおいて適応的に学習支援を行う学びの「e
パートナー」を実現できるのではないかと考えた． 
本研究では，生成 AI による学習記録データから
の学びの文脈の抽出に注目し，個別最適な学びにお

ける学習支援手法の開発を目的とする．本稿では，

学びの文脈に適応的な生成 AIを用いた学びの「eパ
ートナー」による学習支援モデルについて述べる． 

2. 生成 AIを用いた学習記録データ（eポート
フォリオ）からの学びの文脈の抽出 

筆者らは，生成 AIを用い，学びの振り返りの記述
から学びの文脈を抽出し，その学びの文脈を踏まえ，

学びの振り返りを促すプロンプト「振り返りプロン

プト」の例文を修正する形で，学びの文脈に適応的

な振り返りプロンプトを生成する手法を開発した(2)．

ここで，テキストのほかに画像や動画による，学習

者の多様な学習記録データからも生成 AI を用いて
学習者の学びの文脈を抽出できると考えられる(3)．

つまり，教育 AI による学習記録データの学習分析
結果だけでなく，生成 AI による学習記録データか
らの学びの文脈の抽出結果を組み合わせることは，

様々な学びの場面において，学習者それぞれの学習

状況，学習プロセスに応じて，学習者の個別最適な

学びを対話的に支援する学びの「eパートナー」の実
現につながるのではないかと考えた． 

 
3. 生成 AIを用いた学びの「eパートナー」に
よる学習支援モデル記述法 

前章の議論を踏まえ，本研究では，生成 AIを用い
た学びの eパートナーの振る舞いをコントロールす
るための手段として，学習者による多様な学習活動

とファシリテーターとしての生成 AI による学習支
援（ファシリテーション）から成る学習プロセスを

形式的に記述する手法を開発することを目指す． 
3.1 学習支援の流れ 

本研究では，生成 AI は図 1 に示すようなモデル
で学習者の個別最適化された学びを支援する．（Ⅰ）

では，学習者は自ら学習を主導し，学習記録データ
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を蓄積・活用し，学びの自己調整を繰り返しながら

学習活動に取り組む．（Ⅱ）では，生成 AIは蓄積さ
れた学習記録データを読み込んで，学びの文脈を抽

出し，学習者の学習活動，学習状況に応じたファシ

リテーションのための情報を生成する．（Ⅲ）では，

生成 AI によるファシリテーションを，学習者に対
話的に提示する．学習者は提示されたファシリテー

ションを確認したり，対話したりしながら学びに取

り組み，学習が支援，促進されていく（Ⅰ）． 
3.2 学習支援モデル記述法 

Morimoto et al. (2007) は，学習者の行動をトリガ
ーとして，授業者のファシリテーションが提供され，

学習者の学習状態が遷移することに注目し，学習プ

ロセスにおける学習状態遷移図を開発している(4)． 
そこで，本研究では，生成 AIが，学習記録データ
を読み込んで，学びの文脈を抽出し，学習者の学習

活動，学習状況に応じて出力した内容を，学習者へ

のファシリテーションとして捉え，そのファシリテ

ーションの種類と内容を表 1のように分類した． 
次に，表 1 の生成 AI によるファシリテーション
を学習状態遷移図に表現することで，学習者のどの

ような学習状況で，どのようなファシリテーション

を，どのように生成し提供するかを形式的に記述す

る，生成 AIを用いた学びの「eパートナー」による
学習支援モデル記述法を提案する．図 2は，枝窪ほ
か(2025)の eラーニングにおける生成AIを用いた学
習支援を(5)，学習状態遷移図に表現したものである． 
例えば，「評価活動」（学習計画の確認）に取り組

んでいる際，生成 AIは，学習計画の進捗状況を読み
込み，その状況に対して適応的なファシリテーショ

ンを提供する（C01）．ここで，学習計画に遅れがあ
る場合，【評価活動への誘導】を行い，学習計画の再

検討を促す．学習計画の作成では，学習者の学習ス

タイルと作成した学習計画を読み込んで，学習計画

の模範を【モデル提示】しながら，学習計画の作成

を支援する．「学習活動」（教材学習）が進み，学習

活動（テスト）を終えたら，【評価活動への誘導】を

行い，学びの振り返りを促す．学びの振り返りでは，

学びの振り返りの記述を読み込んで【振り返り促進

プロンプト】を提示し，学びの振り返りを支援する． 
 

4. おわりに 
本論文では，個別最適な学びにおける学習者の学

びの文脈に適応的な生成 AIを用いた学びの「eパー
トナー」による学習支援モデル記述法を提案した．

今後は，提案した学習支援モデル記述法に基づいて

システムを動作させるための仕組みを検討していく． 
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図 2 学習状態遷移図（LSTD）の記述例 

 
図 1 学習者の学びの文脈に適応的な生成 AIを用いた

学びの「eパートナー」による学習支援モデル 

表 1 生成 AIによるファシリテーション一覧 
種類 ファシリテーション名 

学びの誘導 学習活動への誘導 
評価活動への誘導 

学びの足場かけ 
モデル提示 
ヒント／説明 
アドバイス／意見 

学びの振り返りプロンプト 
メタ認知誘発プロンプト 
振り返り促進プロンプト 
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